
直線 ` : y = kx+m (k > 0)が円 C1：x2 + (y¡ 1)2 = 1と放物線 C2 : y = ¡
1
2
x2 の

両方に接している．このとき，以下の問いに答えよ．

(1) 　 kとmを求めよ．

(2) 　直線 `と放物線 C2 および y軸とで囲まれた図形の面積を求めよ．
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O

y

x

1

O

y

x

S
¡2
B

2

4
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C2 : y = ¡
1
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x2

(1) 　 `と C2 を連立して

¡
1
2
x2 = kx+m

すなわち x2 + 2kx+ 2m = 0 ÝÝ1

`と C2 が接するので1は重解をもつ．

1の判別式をDとして
D
4
= k2 ¡ 2m = 0 Ú k2 = 2m ÝÝ2

このとき1は x= ¡kを重解にもつから

`と C2 は x= ¡kで接している．

` : kx¡ y+m= 0

`と C1 が接するので，C1 の中心 (0; 1)と `の距離が C1 の半径 1になるから
¡1 +m
C

k2 + 1
= 1 となり m¡ 1 =

C

k2 + 1

両辺を 2乗して m2 ¡ 2m+ 1 = k2 + 1

2を代入して m2 ¡ 2m+ 1 = 2m+ 1 すなわち m(m¡ 4) = 0

これより m= 0，4

2から m= 0 ならば k= 0，m = 4 ならば k= §2
B

2

よって k > 0 であるから k = 2
B

2，m = 4

(2) 　求める面積を Sとすると

S =
Z 0

¡2
p
2
S2B2x+ 4¡ #¡ 1

2
x2;kdx

=

Z 0
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"x+ 2B2 :2 dx

= � 1
6
"x+ 2B2 :3 „0

¡2
p
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=
1
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"2B2 :3

=
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É別解例 Ê (微分する)

(1) 　 C2 上の点 #t;¡ 1
2
t2;における接線の方程式は，y0 = ¡xより

　 y = ¡t(x¡ t)¡ 1
2
t2 すなわち y = ¡tx+ 1

2
t2

これが `になるから k = ¡t，m= 1
2
t2

tを消去すると2が導ける．



























É別解例 Ê (mを消去する)

(1) 　2より m = k2

2
ÝÝ2

0

このとき，1は x= ¡kを重解にもつから，

`と C2 は x= ¡kで接している．

2
0 を `に代入して

` : y = kx+ k2

2
すなわち 2kx¡ 2y+ k2 = 0

`と C1 が接するので，C1 の中心 (0; 1)と `の距離が C1 の半径 1になるから

¡2 + k2
C

4k2 + 4
= 1 となり k2 ¡ 2 =

C

4k2 + 4

両辺 2乗して k4 ¡ 4k2 + 4 = 4k2 + 4 すなわち k2(k+ 2
B

2 )(k¡ 2
B

2 ) = 0

k > 0 であるから k = 2
B

2

2
0 から m = 4


